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一般財団法人 食品産業センター
農林水産省加工食品国際標準化緊急対策事業事務局

海外食品添加物規制早見表
用途拡大（酸味料・保存料・酸化防止剤）のご紹介

Phase３
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一般財団法人 食品産業センター の概要

（Japan Food Industry Association) 略称「JFIA」

食品産業界唯一の中核的・横断的団体として1970（昭和45）年設立。

役割：食品産業界全体の相互連携、食品産業の発展を図ること
人員：３１名（農林水産省ＯＢ 5名 食品企業からの出向 1６名）

食品産業界の意見を集約して、行政や業界に要請・提言を行うとともに、
食品産業界の共通の課題解決に向けて取り組む。

食品産業関連11７団体、食品企業等12８社、１都道府県、個人会員1５名
（令和 ７年 ２月 ３日現在）

【主な事業】
（１）食品の品質・衛生管理に関する調査・指導

（２）食品産業の海外事業展開・食品の輸出促進に関する情報の収集・提供

（３）食品の表示の適正化・情報の提供に関する調査・指導

（４）食品産業の試験研究・技術開発に関する交流・提言

（５）食品産業の環境対策に関する調査・指導

（６）地域の食品産業の振興 など
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【課題】
・食品添加物は国・地域により定義される範囲、成分規格、使用基準、
用途が異なるため、日本で使用が認められている添加物が、海外では
使用できず、それらを使用した加工食品が輸出できないケースがある

・国内で使用可能である食品添加物が海外で使用可能か調べるため
には、煩雑な作業と手間がかかる

【早見表の提供】
・国内で使用している食品添加物が、海外で使用できるか、容易に検索・判別ができる無料ツールを提供する

・調査対象国：輸出上位を占める１０か国・地域
（米国、EU、中国、韓国、台湾、香港、シンガポール、タイ、ベトナム、豪州)

海外食品添加物早見表の取り組み概要
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【用途】
①食品添加物 ３用途の新規規制調査

（Phase3）
・酸味料 （２５品目）
・保存料 （２７品目）
・酸化防止剤 （５６品目）
合計 １０８品目

Phase１ 83
Phase2 159 (糖アルコール３物質含む)

Phase3 108      
合計 350 品目

②着色料の更新調査

・各国の規制は更新されるため、メンテナンスをしないと正しい情報を提供できない。
一昨年に調査したPhase1（着色料）について、今期、再調査と更新を行い、事業者への正確な情報の維持に努めた。

Phase1 83（着色料）の更新調査

新規
↓

更新
↓

海外食品添加物早見表の取り組み概要
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早見表の閲覧件数（ＰＶ数）
（令和７年１２月末日締めデータ）

早見表サイトのアクセス数は新しい用途が追加されると増加。公開から今年1月までに計３３７,３５６ＰＶの閲覧数。
事業者様など、輸出を進める皆様方に幅広くご活用頂くよう、今後も情報の追加を行う。

※公開して２年が経過しました

食品添加物規制早見表Webサイトに関するユーザーレスポンス

Phase
2公開

Phase3
公開

PF総数も
増加！
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２０２５年１月２４日に食品添加物規制セミナーを実施

＜アンケート結果＞

各国の規制の理解の向上、使用可能な添加物への代替など、事業者の輸出事業に貢献した。
今後も必要なコンテンツを充実させ、情報を発信する。

食品添加物規制セミナーのレビュー

項目 説明のわかりやすさ 必要な情報は得られたか 全体の満足度

点数（5点） ３．７ ３．６ ３．７

• 国によって規制が異なることなど再認識できた内容もあり、大変有意義な時間となった
• 添加物の規制体制の理解を深めることができました
• 各国の状況がまとめられており、改めて各国の規制を見直すことができた
• 使用不可の添加物を輸出可能な添加物に置き換えるのに、大変役立つ情報でした。
• 輸出先国の添加物規制を調べてももなかなか出てこず、困っていました。自分の調査方
法と結果と間違っていなさそうだと安心いたしました

• 自身の業務を遂行するにあたり、必要な知識・情報を得ることが出来ました
• 検索ツールの早見表は非常に有益なツールですので、部内に共有させていただきます
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海外食品添加物早見表の説明

海外食品添加物早見表の使い方
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（海外輸出規制プラットフォーム： yushutsukisei.com よりアクセス

海外食品添加物早見表の使い方
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海外食品添加物早見表の使い方
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必要な情報を入力
添加物の用途
国・地域選択
キーワード

海外食品添加物早見表の使い方
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『〇』をクリックすると、詳細ページが開きます

海外食品添加物早見表の使い方
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英名

別名

INS番号

海外食品添加物早見表の使い方
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品目番号/
関連法規

機能

使用基準

使用基準出典元ＵＲＬ

成分規格出典元ＵＲＬ

成分規格（起源/規格値/製法）

海外食品添加物早見表の使い方
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該当箇所が黄色い帯でハイライトされます

①

② ③キーワードを入力

海外食品添加物早見表の使い方（検索）
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海外食品添加物早見表の使い方（解説書）

国名 酸味料が該当する機能分類の定義

日本 ・酸味の付与又は増強による味覚の向上又は
改善のために使用される

米国 ＜風味増強剤＞
・食品自体の特徴的な味や香りを与えることな
く、食品の元の味や香りを補足、強化、変更す
る
＜ｐH調整剤＞
・酸性度または塩基性度を変更又は維持する
ために添加される

EU ＜酸＞
食品の酸性度を高める、および/または、食品
に酸味を与える

調味料・酸味料

日本の酸味料は、酸、ｐH調整剤、風味増強剤、香料、調味料等に分類されることがある
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それぞれの物質について、各国での機能が一目でわかる便利な一覧表を収載

海外食品添加物早見表の使い方（解説書）
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【今後の取り組み（予定）】
新規： 増粘剤類
更新： 乳化剤、甘味料、調味料等

新規
↓

更新

海外食品添加物早見表の今後の取り組み



18 /18

本資料に掲載されております情報については、一般財団法人食品産業センターが作成した内容で
あり、その正確性、完全性、情報更新などに関して、万全を期しておりますが、食品産業センターが
本資料の情報を用いて行う一切の行為について、 何ら責任を負うものではございません。
情報を利用される場合には皆様で必ずご確認いただくか、皆様がご判断の上、ご利用頂きます様
お願いいたします。

また、早見表の構成につきましては、テキスト作成時、システム開発中であったことから画面表示
や方法が実際と異なる場合がございます。 更新されていない情報につきましては現物が優先
されますのでご了承ください。

また転載・複製を行う場合には、食品産業センターへ承認申請を行っていただくようお願いいたします。

★無断での転載・複製利用はご遠慮ください。

ご清聴ありがとうございました。
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